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	科名
	和名
	特徴

	イチョウ科
	イチョウ
	雌雄異株、よく見ると短枝が目立つ

	マツ科
	ドイツトウヒ
	ヨーロッパ原産、クリスマスツリー

	マツ科
	アカマツ
	冬芽の鱗片は赤褐色

	スギ科
	スギ
	花粉症の元凶

	ヒノキ科
	コノテガシワ
	中国原産、枝葉が手のひらを立てたように並ぶ

	ヒノキ科
	アスナロ
	日本特産、山地に生える、穴沢天神にあるのはヒメアスナロ？

	マキ科
	イヌマキ
	雌雄異株、暖地の山地に自生、生垣などにつかわれる

	ヤナギ科
	セイヨウハコヤナギ
	いわゆるポプラ、

	カバノキ科
	クマシデ
	冬芽は紡錘形で細長く先は尖る

	カバノキ科
	アカシデ
	冬芽は枝からやや開出する、一年枝は紅色で無毛

	カバノキ科
	イヌシデ
	冬芽は枝にほぼ伏生する、一年枝は淡緑色で有毛

	ブナ科
	スダジイ
	葉裏に灰褐色の毛がある、果実は食べられる

	ブナ科
	マテバシイ
	葉は長倒卵形で鋸歯がない、冬芽は数個つく

	ブナ科
	クヌギ
	冬芽は多数で５列にならぶ

	ブナ科
	アラカシ
	葉先は急に尖り上半分に大形の鋸歯、裏面帯粉白色

	ブナ科
	シラカシ
	葉面は波をうたない、葉裏は灰緑色

	ブナ科
	ウラジロガシ
	葉面は波状、主脈は凹み縁に鋭い鋸歯、葉裏灰白色

	ブナ科
	コナラ
	葉は有柄、裏面に星状毛と絹毛が全体にある

	ニレ科
	ムクノキ
	葉は卵状長楕円形、鋭鋸歯、表面ざらつく、実は食べられる。

	ニレ科
	エノキ
	昔一里塚に植えられた

	モクレン科
	ホオノキ
	初夏に芳香のある花が咲く

	モクレン科
	コブシ
	芳香のある花の下に葉が１個、にぎりこぶしのような実がつく

	クスノキ科
	クスノキ
	神社などに多く植えられる、葉は樟脳の香りがする

	クスノキ科
	ヤマコウバシ
	冬季に枯れた葉が落ちないで残る

	クスノキ科
	シロダモ
	雌雄異株、葉裏はロウ質で白灰色、実と花が同時に見られる

	メギ科
	ヒイラギナンテン
	花は春咲き、小葉に鋭いとげがある、葉は赤く紅葉する

	ツヅラフジ科
	コウモリカズラ
	つる性、葉柄が葉に盾着する

	ツバキ科
	ツバキ
	光で葉の側脈が良く見える、サザンカは見えない

	ツバキ科
	ヒサカキ
	頂芽は小さな鎌形である

	ユキノシタ科
	ヤマアジサイ
	冬芽は裸で葉脈が見える、枝に目立った毛はない

	トベラ科
	トベラ
	海岸性、葉は互生で枝の先に集まってつく

	バラ科
	ビワ
	石灰岩地帯に自生、果実を食べるために栽培される

	バラ科
	カマツカ
	葉縁にはそろった細かい鋭鋸歯、葉痕の基部紅紫色

	バラ科
	ウワミズザクラ
	葉枝痕が出っ張り、ゴツゴツ

	バラ科
	ヤマザクラ
	枝はやや細く淡褐色、芽鱗の先が開く

	バラ科
	ソメイヨシノ
	オオシマザクラとエドヒガンの雑種と考えられている

	バラ科
	ピラカンサ
	トキワサンザシ属の総称

	バラ科
	モミジイチゴ
	茎にとげが多い、黄色の実は熟すとおいしい

	バラ科
	コゴメウツギ
	葉は羽状に裂けて小形、両面とも軟毛が生える

	トウダイグサ科
	アカメガシワ
	若葉は紅赤色になる、こすると赤い毛が取れる

	科名
	和名
	特徴

	ニガキ科
	シンジュ
	ニワウルシ、奇数羽状複葉、葉の基部に鈍い鋸歯がある

	カエデ科
	イロハモミジ
	タカオカエデともいう

	モチノキ科
	アオハダ
	短枝が目立つ、小枝を削ると緑色の内皮が出る

	モチノキ科
	ウメモドキ
	雌雄異株、赤い実を鑑賞するために植えられる

	ニシキギ科
	ツルウメモドキ
	ウメモドキに似たツル植物

	ニシキギ科
	コマユミ
	枝に翼がない、葉は長さ２～７㎝の楕円形

	ニシキギ科
	マサキ
	山地に自生するが、生垣としてよく栽培される

	ミツバウツギ科
	ゴンズイ
	赤黒くツヤのある冬芽、無毛。木肌にも注意

	クロウメモドキ科
	ナツメ
	枝にとげがある、葉は互生、なめらかで無毛

	アオイ科
	ムクゲ
	韓国の国花、フヨウ（Hibiscus）属

	ジンチョウゲ科
	ジンチョウゲ
	雌雄異株、シロバナもある

	グミ科
	ツルグミ
	葉裏の光沢のある鱗状毛は赤褐色、ときに銀色

	フトモモ科
	フェイジョア
	果実を食べるために栽培されている

	ミズキ科
	アオキ
	雌雄異株

	ミズキ科
	ミズキ
	互生、端部で束生状、ツヤのある赤い枝・芽

	ミズキ科
	クマノミズキ
	対生、筆ペンの先のような冬芽、黒

	ウコギ科
	ヤツデ
	秋おそく枝の頂部に白色の花をつける

	ウコギ科
	キヅタ
	フユヅタともいう

	ウコギ科
	ハリギリ
	枝にとげがある

	ツツジ科
	ナツハゼ
	葉のふちに細鋸歯状の腺毛がある

	ヤブコウジ科
	ヤブコウジ
	十両ともいう、百両はカラタチバナ

	エゴノキ科
	エゴノキ
	冬芽は大小の２、３個が並ぶ

	ハイノキ科
	サワフタギ
	葉の鋸歯はこまかい

	モクセイ科
	レンギョウ
	枝の切断面は中空で節には仕切りがある

	モクセイ科
	ネズミモチ
	果実は紫黒色で長楕円形

	モクセイ科
	トウネズミモチ
	葉の側脈に光をあてると良く見える、果実はやや球状

	モクセイ科
	ヒイラギモクセイ
	生垣につかわれる、自生はない、白色花は芳香がある

	クマツヅラ科
	ムラサキシキブ
	対生、ガクは小さい、ベージュ色

	クマツヅラ科
	ヤブムラサキ
	ガクは大きい、全体に毛が多い、果実は下向き

	ノウゼンカズラ科
	キリ
	葉は対生、長い柄をもつ

	スイカズラ科
	スイカズラ
	葉形は変異が多い、花には芳香がある

	スイカズラ科
	ニワトコ
	混芽は大きく丸い

	スイカズラ科
	サンゴジュ
	葉は皮質で表面に光沢がある、虫食いが目立つ

	スイカズラ科
	ヤブデマリ
	全体に星状毛がある

	キク科
	ナガバノコウヤボウキ
	コウヤボウキより葉が長形、冬芽に芽鱗が多い

	ユリ科
	ニオイシュロラン
	細い幹が伸びた先の方に長い葉が斜上して多数つく、花匂いが良い

	ユリ科
	サルトリイバラ
	関西ではかしわもちを包むのに使われる

	ヤシ科
	シュロ
	雌雄異株、葉の先端は折れて垂れる、トウジュロは垂れない


　

　　


